


この度 は ア イ コム製 品 をお買 い上 げ いた だ きま して誠 に
あ りが と うご ざい ます。
本機 は ア イコムのHF帯技術 と最新 の回路 設計技術 を駆使 し
て完 成 した I C- 731シ リー ズのHF帯 フルオー トマ チ ック・ア
ンテ ナチ ュー ナ ー です。
ご使 用 の際 は、 この取 扱 説 明書 をよ くお読 み い た だ き、本
機 の性 能 を十分発 揮 して いた だ くと共 に、 末 長 くご愛 用 く
だ さい ます よ うお願 い申 し上 げ ます。
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( 1)す ばやいマ ッチ ングを可能 に した回路構成
入 力側 と出力側 の 2つ のバ リコ ンの同調方

向 と同調 点 を検 出す る新 開発 の検 出回路 の採
用 と別イ田に設 けた強 力 をモ ー ター によ り、マ

ッチ ング時 間 が極 めて短 かい理 想的 なア ンテ
ナチ ューナーです。

( 2)オ ー トバ ン ド切換 え機 能 を装備
I C- 731HFト ラ ンシーバ ー を使 用 す オ引ゴ、

トラ ンシータヾ ―側 のバ ン ド切換 え操作 に追従
してバ ン ドが切換 わ るオー トバ ン ド切換 え機
能 が装備 されています。

( 3)プ リセ ッ ト機 含旨を雲 1精

電源投入時 あるいはバ ン ド切換 え時 にあ ら
か じめセ ッ トしたバ リコ ン位 置 に設定 され、
↓ ちヽ早 く最良状態 にfる Iデ リセ ッ ト希幾台ヒが装
備 されてい ます。

( 4)ア ンテナ切 換 え回路の 内蔵
ア ンテナ端子 が4系 統用分用意 されてお り、

バ ン ド切換 えと同時 に各 バ ン ドに対応 した ア
ンテナ に切換 えるア ンテナ切換 え回路 が内蔵
されています。 ( ANT. 1～ ANT. 3)
また、本機 をスルー状態 に した ときは、 自動
ア ンテナ切換 え器 と して動作 します。

( 1)使 用 半 導 体 数

( 2)使 用 周 波 数 範 囲

( 3)入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス
( 4)出 力 整 合 範 囲

( 5)定 格 入 力 電 力
( 6)最 小 安 定 動 作 入 力 電 力
( 7)ウ エイ ト時間 ( バ ン ド切換 え時 )

( 8)整 合 時 間 ( オ ー トチ ュー ン時 )

( 9)整 合 精 度 ( オ ー トチ ュー ン時 )

( 101挿       入      す員      失
01)電 源 電 圧
|の 消 費 電 流
09使 用 温 度 範 囲
00接 地 極 性
09外 形 寸 法
( 161重                       量

トラ ン ジ ス ター   24
1C           l o
ダ イ オ ー ド    61
1. 9075-ヤ 1 9125ヽ 4Hz
3. 5   ハウ3. 575 MHz
3. 793 ～3. 802 MHz
7. 0  ～ 7. l   MHz
( 10. 1 ～ 10. 15 MHz)
14, 0  ～ 14. 35 MHz
( 18068～ 18. 168MHz)
21. 0  ～21. 45 MHz
( 24. 89～ 24. 99 MHz)
28. 0  ～29. 7  MHz
50Ω
167Ω ～ 1500(不 平 衡 )

VSWVR l : 3以 内
100W( 200W PEP)
8W
3秒 以 内

3秒以 内
VSWRl : 12以 下
0. 5dB以 下 ( 整合 状 態 に て )

DC13. 8V ( ACCソ ケ ッ トPIN7)
0. 5A(最 大 )

一- 10k〕 ～ 「 60℃
マ イナ ス接 地
94( H) × 180( W) × 239( D) mm
約 3. l k9
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3- 1 前 面 パ ネ ル

TUNEネイッチ
アンテナチューナーを動作させる
スイッチです。OFFの ときは、 ト
ランシーバーの出力が直接アンテ
ナに供給されます。

TUNE ON表 示ランプ
TUNEス イッチをONに したとき点灯し、
チューナー回路が動作していることを
表示します。

WAT表示ランプ
電源ON直後やバ ンド切換え直後で本機が
プリセット中であることを表示します。

ANT 4ス イッチ
ANT. 4の 端子をON/OFFす るスイッチ
で丸 なお、OFFの状態で後面パネル
のANT. 1～ANT. 3に切換ります。

ANT 4 0N表示ランプ
ANT. 4ス イッチをONに したとき点) Tし 、
ANT. 4回路が動作していることを表示
します。

BAND表示ランプ
本機が動作 しているバンドを
表示します。
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3- 2 後 面 パ ネ ル

3- 3 上 蓋 内

ANT端子
本機からの出力端子です。バンドに
応じて 4つ の端子が設けられており
その接続はP6の ようになっています。

INPUT端 7
トランシーバーからの送信出力を入
力する端子です。接続には、付属の

同軸ケーブルを使用します。

A00(ア クセサリー) ソ ケット
アイコムの トランシーバーを使用し
てバンド切換えをオー トにする際に
使用する端子です。

OND(アース) 端子
感電やTVI・ BCIを 防止するためのア
ース端子です。配線するときは、で
きるだけ太い線を最短距離で行うの
が効果的です。なお、ガス管に接続
しますと大変危険ですのでご注意く

プリセットボリューム
本機のバリコン位置をバンドごとにプリセットす
るボリュームです。
プリセット操作は、P9を 参照してください。

プリセット表示LED
本機のバリコン位置をプリセットする際の目安と
なるLEDです。 ン が機韻認FIな

た☆
ン 穀ぜ
ま曜卜|‐滲! 終隷

アンテナ端子切換えスイッチ
使用するバンドにより、本機のアンテナ端子 ( ANT.
1～ ANT, 3)を 切換えることができます。

AUTO/PRESET切換えスイッチ
本機 をオー トチューンとして動作させるオー トと
プリセットを切換えるスイッチです。
なお、本機を使用するときは、必ずALI TO側 に切
換えておいてください。
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4- 1 設 置 場 所
● 直射 日光 の あた る所、高温 になる所 、湿気
の多い所 、 ほ こ りな どが多い所 、極 端 に振動
の 多い所へ の設置 は遊 けて くだ さい。

● 車載 で使 用す る際 は、特 に安全運転 の さま
たげ にな らない場所 をお選 び くだ さい。

4- 2 電 源 につ い て

本機 の電源 は、 I C- 731本体 よ り付属 ケー ブ
ルで、後面パ ネルのACCソ ケ ッ トに供給 され
ています。

4- 3 接 続 方 法

本機 と トラ ンシーバ ー、 ア ンテナ との接続
は、次 図 に従 って くだ さい。

なお、 ア ンテナ端子 とア ンテナ との接続方法
は、 4- 3- 1項 を参只煮して くだ さい。
また、TVIや BCIを 防止 す るため、 アー ス を
ま とめて とって くだ さい。

PS- 55+I C- 731+AT- 150の接続図

AOコ ンセン

回

※ 10- 731のA002( 7P)に 挿入してください。

国 。。 。 ① ① O

付属ケージル
DOコ ー ド

PS- 50+10- 731 St t AT- 150の よ妻柿毎図

AOコ ンセン

ロ □ 。◎。。◎。。◎。。◎゛
_。 。 ◎ ① ① o
OO O。  。 ぃ  ◎ ◎

付属ケーブル
DOコ ード

※ 10- 731の A002( 7P)に 挿入してください。
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4- 3- 1 ア ンテナ端子 お よび切 換 え
スイ ッチにつ いて

本機 のア ンテナ端子 は4つ 設 け られてお り、
ANT. 1・ ANT. 2・ ANT. 31よ 上蓋内の切換 えス

イッチによ り使用 されるアンテナのバ ン ドで
切換 えることがで きます。

アンテナ切換えスイッチ使用例
( 上蓋内)

ANT l
l . 8MHz

ANT 2
3. 5MHz
7MHz
10MHz

ANT 3
14MHz
18- 21 MHz
24- 28MHz

図のように使用バンドによリアンテナを
接続することができます。

4- 4 ア ンテ ナ に つ い て

ア ンテナチ ューナーは、すべ ての ア ンテナ

に万能 な効 力 を発揮 す るものではあ りません。
したがって、本機 を使 用す るに当っては使 用

す るア ンテナの状態 を良 く理解 して お くとよ

り大 きな効 果 を発揮 させ ることがで きます。

また、ANT。 4の切換 えは、前面パ ネルのス イ

ッチで切換 えます。 この端子 には、 ロ ングワ

イヤー (ゼ ネラルカバ レッジ受信 用 ア ンテナ )

を接続 す ることがで きます。

なお、 SWRが 3以下 で あれば送信 す るこ とも
で きます。

縄縛ギーぽ
1掻航卜…T―命Ⅲ8抑 ■翁

14MHz  3. 5MHz

茄 Hz品 )MHz L8MHz

た とえば、一般 に トライタヾ ンダー と呼 ばれ る
14MHz、 21MHz、 28MHzを カバ ーす るア ンテ

ナのSWR測 定値 が次図 のよ うになっていた と
します。

OoOo ANT3

000

ANT 2  ANT l      O
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この ア ンテナで は14MHzと 28MHzの SSB周
波数 にマ ッチ ングが とれてお り、21MHzでは
CW周 波数 の近 くでマ ッチ ングが とれて い る
よ うです。
マ ッチ ングが とれてい る周波数付近 ではア ン

テナチ ューナ を使 わな くて も何 とかな りそ う
で fが、 SWRの 悪 ↓ 1ゝ4MHzと 28MHzの CWV、

21MHzの SSBで は トランシーバ ーの出カ イ ン
ピー ダ ンス に適合 しませ ん。

SWRに よる損失の増力回

この適合 をとるのがア ンテナチ ューナーの役
目です が、SWRの 悪化 による同軸 ケー ブルの

損失 は改善 され ませ ん。 しか し、 ア ンテナチ
ューナー を使 用す ることによって トラ ンシー
バ ーの フ ァイナ ル増幅の負担や高調波 の発生
が大 きく改善 され ます。
以下 、参考 のため にSWRに よ る同軸 ケー ブル

での損失の具合 をグラフに表 わ します。

SWR- 10で 使用したときの10mあ たり減表量を示す。この表の
値は公称値なので、実際の値と多少異なることがある。また、経年変
化によって損失は一般に増大する傾向がある。

900 〔KHz〕

SWR測 定 例

数

５００
　
波同

同軸 ケー ブルの損失

10mあ たりの損失 ( dB)

周波数MHz
同軸ケーブル

7

3C- 2V
5C- 2V
7C- 2V
10C- 2V
5D- 2V
8D- 2V
RC- 58/U
RG- 59/U
RC- 8/U
RC- 11ノ U

0. 25

0, 16

0. 13

0, 11

0. 18

0. 12

0. 23

0. 21

0. 10

0. 12

0. 35

0. 23

0. 18

0。 15

0。 25

0. 17

0. 33

0. 30

0. 15

0. 18

0. 50

0. 32

0. 26

0. 22

0. 37

0. 23

0. 49

0. 43

0. 21

0. 26

0. 61

0. 39

0. 32

0. 28

0, 45

0. 30

0. 56

0. 51

0. 26

0. 32

0. 71

0. 46

0. 37

0. 31

0. 51

0. 35

0, 76

0. 59

0. 31

0, 38
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本機 を初めてお使 いになるときまたは、ア
ンテナ を変 えたあと初めてお使 いになるとき
は、 4- 3項 に示 した接続方法 に間違 いがな
いかを十分確 かめた うえで、次項 のプ リセ ッ
ト操作 を必 らず行 なって くだ さい。

5- 1 プ リセ ッ ト操 作
プ リセ ッ トとは、電源 をONに したとき、あ

るいはバ ン ドを切換 えた ときにいち早 くバ リ
コン角度 を最良状態 にす るための操作です。

①本機 と トランシーバー、アンテナ、SWR計
を次図のよ うに接続 します。

②本機 のTUNEス イッチ をONに します。この
とき、上蓋内のAUTO/PRESETス イッチが
AUTO恨いこ切換 えていることを確言忍し、 アン
テナ切換 スイッチの設定 をします。

③ トランシーバーのバ ン ドおよび使用す るア
ンテナのバ ン ドが一致 していることを確 かめ
た うえで、RTTYま たはCWモー ドで50W～
100W( 10W)の電力 を送信 します。( こ の とき、
他局の通信 を妨害 しないよ うに注意 します。)

この結果、オー トチュー ンが動作 しSWR計の

値が低下 したことを確認 した うえで送宿 を一
旦停止 します。

④次 に、上蓋内に設 け られたバ ン ドに応 じた

2つ のプ リセ ッ トツマ ミを回 し、上段 および

下段 のLEDが両方 とも幸肖えるようにします。
これで、 このバ ン ドのプ リセ ッ トが完 了 しま

した。他 のバ ン ドも上記 と同 じよ うにしてプ

リセ ッ トして ください。

アンテナチューナー ( AT- 150)と トランシーバーの間にSWR計 を接続する。

アンテナ

AT- 150
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プリセットボリュームとLED

図のようにLEDが点灯している場合は
プリセットボリュームを矢印の方向に
廻してください。

図のようにLEDが点灯している場合は
プリセットボリュームを矢印の方向に
廻してくださぃ。

プリセット完了

オー トチ ュー ンが動作 しない とき

前記②項 の操作でオー トチュー ンが動作 しな
い場合 は、次の事項 が原因 として考 えられま
f。

1, ア ンテナのSWRが 3以上 になってい る
この場合 はア ンテナ を調整 してSWRを で き

るだけ低下 す る必要 が あ ります が、次 の操作
によ り本機 を動 f /Fさ せ ることがで きる場合 が
あ ります。

① 本機上蓋 内のAUTO/PRESETス イ ッチ を
PRESET側 に切換 え、 2つ の プ リセ ッ トッマ
ミを交互 に回 してSWR計 の振 れが1に なるよ
うに します。

② これにより、バ リコン角度が最良状態にプ
リセットされましたのでAUTO/PRESETス
イッチをAUTO側 に戻 します。

プ リセ ッ トにてSWRが 3以下 にで きなかった
場合 (プ リセ ッ トボ リュームが回 りきる) や
50Ω のインピーダンスに近 いアンテナ を再度
使用す る場合 は、下図 に従 ってボ リューム位
置 をセ ッ トして くだ さぃ。

※ くぼみの ある金具 を目安 に して くだ さい。

プリセットボリュームの初期セット位置図
( ア ンテナインピーダンス50Ω で測定)

1. 8MHz

315MHz

7MHz

10MHz

14MHz

18- 21 MHz

24- 28MHz

2. ト ランシーバーの保護 回路 が動作 して送信
出力が低 下 した とき

① 本機 上蓋 内のAUTO/PRESETス イ ッチ を
PRESET側 にス ライ ドし、 2つ の プ リセ ッ ト
ツマ ミを交互 に回 して トラ ンシーバ ー か らの

出力が十分得 られ るよ うにSWR計 の振 れ を監
視す る。

② 出力 が十分得 られた ら、AUTO/PRESET
ス イ ッチ をAUTOに し、再 び送信 します。
これ によ リオー トチ ュー ンが動作 す れば、送
信を停止し、前記③項によリプリセットしま
す 。

ン
ン
ン
ン

圃
□
□
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プリセット操作とフローチャート

8～ l oowの 出力で
送信する

WRが12と を プリセ ット操作 を行を う

AUTO/PRESET SWを
PRESETに し、プリセッ
トボリュームで十分パワ
ーを出し、AUTOに する

POWERの 低下 ?

AUTO/PRESET SWrを
PRESETに し、プリセッ
トボリュームでSWRを
低下させる

ボ リュームが回 り アンテナを調整し、SWR
を3以下にする

AUTO/PRESET SヽVを
AUTOに し、 オー トチュ
ーン動作させる

トランシーバーの異常発
振 または高調波の発生 12以 下になっ
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本機 を正 しくお使 いいただ くため、次 の点

には十分注意 を して くだ さい。

① 本機 に使 用 されてい るバ リコ ン、 コイル、

リレーは、余裕 の あるもの を使 用 してい ます

が、定格パ ワー以上 に入 力 された場 合 には こ

れ らが損焼 す ることがあ りますので十分注意

を して くだ さい。

② 送信状態 の ままでバ ン ド切換 えス イ ッチ を

回 した り、本機 の ア ンテナ端子 が無負荷 およ

び シ ョー ト状態 ( ア ンテナ側 ) で送信 します

と部 品 が破 損す ることがあ りますので十分 ご

注 意 くだ さい。

③ 電源ON直後 やバ ン ド切換 え直後 でWAI T表
示 フ ンプが点灯 してい る間は、 絶☆寸に送 4言 し

ないで くだ さい。

( な お、WAI T表 示 ランプはチュー ン中 にも点

灯 します。)

● ACCツ ケ ッ トについて

AOO SOOKET
( 外側 からみた図 )

④ 同軸ケーブルは本来大 きなSWR値 で使 用す

るフ ィー ダーでは あ りませ んので、 ど使 用 に

なるア ンテナのSWRは で きるだけ小 さ くして

ご使 用 くだ さい。

また、本機 を挿入す ることによ リイ ンピー ダ

ンスの変換 がで き効率 良 くパ ワー を取 り出す

ことがで きて も、同軸 ケー ブルでの損失 は変

化 しませ んので ご注意 くだ さい。

⑤ セ ッ トにホ コ リや汚 れが付着 した場合 は、

乾 いた、や わ らかい布 でふ いて くだ さい。特

に、 シンナー な どの有機溶斉」を用 います と、

塗装 がはげた りしますので、絶対 にご使 用 に

な らないで くだ さい。

ピ ン陥 名  称 容内

8V
GND
SEND
BAND
ALC
TRV
13. 8ヽア

バ ン ド切換 用基準電圧端子。

アース端子 。

送信状態 で アース され る端子。
バ ン ド切換 用信 号端子。

ALC端 子。

8Vを 加 えると トラ ンスバ ー ターの入出 力が可能。

本体 の電源 スイ ッチ と連動 した13. 8Vの 出力端子。
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本機 はHF帯用のフルオー トマチ ック・アン
テナチューナーです。回路の構成は① 整合回
路、② 検出回路 ( DET)、 ③制御回路、④ プ リ
セ ッ ト制御回路、⑤WAI T回路、⑥BANDス
イッチ回路、②電源回路(DC― DC)な どから
なってい ます。

①整合回路
整合 回路 は下 図の よ うになってお り、入 力

視」のバ リコ ンC3お よび出カバ リコ ンC4は それ
ぞれモ ー ター に接続 されてお り、制御 回路 に
よってバ ン ドごとの プ リセ ッ ト位 置 あるいは
適正位 置 に自動的 にセ ッ トされ ます。
また、コイルLl ・ L2の タッこれま、RL7～RL12の
リレー によってす旨定 されたバ ン ドに自動的 に
セ ッ トされ ます。
本機 では、入 力側 と出 力側 はバ リコ ンが別 々
のモー ターで同時 に回転 しますので、従来 の
機 器 に比較 してチ ューニ ング時 間 が極 めて速
くなってい ます。

② 検 出回路
検出回路では負荷の レジスタンス成分 およ

び負荷の リアクタンス成分 が検出 され、制御
回路へ

, カロえられます。
レジスタンス成分の検出は、Ll ・ Dl ・ D2な ど
で行 なわれ、出力側 が500の ときの検出電圧
はOVと な り、50Ω よ り/」 さヽい場合 は正の検出
電圧 が、50Ω よ り大 きい場合 は負の検出電圧
が取 り出 されます。
一方、 リアクタンス成分は、Ll ・ R5で検出 さ

」を暑譜
の検 出電圧 と して取 り出 され ます。
検 出回路 の ブロ ック図 をP13に 示 します。

③ 制御 回路 ( MAIN)
検 出回路 で得 られた レジス タ ンス成分検 出

電圧 ( VR)お よび リア ク タ ンス成 分検 出電圧
( vr)は 、 I cl Aお よびI C2Bに カロえ られ電圧 増
幅 、 そ してQl ～ Q4で電流 増 幅 してモ ー ター
( MOTl お よびMOT2)を 馬区動 します。

整合回路

――‖―
04

―――――――人価）

―
|

1

1

０／
―
―
―
―
―
―
―
上（側）
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位相検波回路・

Ｔ粉
０／０

０

募

寸
〇

募

レジスタンス成分検出回路

レジスタンス
成分検出部

④プリセット制御回路 ( MAIN)
MAINユ ニ ッ トのR5～ Rl l お よびR12～R18

1よ 、 それミも のバ ン ドにおけるバ リコンのプ リ

セ ッ ト位 置 を設定 す る半 回定 ボ リュー ムで、

本機 の上蓋 内 に設 け られてい ます。

この回路 の動作 は、上蓋内 に設 け られたAUTO
一PRESETス イ ッチ をPRE SET側 に切換 え

⑤WAI T回路
WAI T回路は、バ ンド切換 え後いち早 く受

信状態 を回復させるためバ リコン位置をプリ
セット位置に設定 し、その後オー トチューン
に戻すように働 きまする
I Cl ・ I C2の 出 力 は RLl の リ レ ー に よ り切 換 え

た と き、 あ るいは電源投入時やバ ン ド切換 え

直後 にそれ ぞれの半 固定 ボ リュー ムおよびR
19・ R20・ R31・ R32で分圧 した電 ) 王 とバ リコ ン

に直結 されたボ リュー ムRl ・ R2で得 られた電

圧 とがI Cl Bお よびI C2Aで比較 増 幅 され、モ

ー ター を駆動 してバ リコ ン位 置 を決定 してい

ます。

てお リリレーのコモ ン端子 より出力 される電
圧 をD27～D34・ D39・ D40・ D15の ブ リッジにて
検出 し、EFt t IのWAI T LEDを 点灯 していま
す。 プ リセ ッ ト時 およびSWRが高 く ( 約3以
上)チ ューエ ング不可能 なときにWAI T LED
を点灯 しています。

プリセット制御・モーター停止回路

「

~~氏
■

L■ __」
PRESET

レ呑テヌ
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⑥ BANDス イ ッチ回路
BANDス イ ッチ回路 は、各バ ン ド毎 の スイ

ッチ ング用 I C( I C2)と 自動バ ン ド切換 え時 の
A/D変換 ( I Cl )な どで構 成 されています。
I C- 731HFト ラ ンシータヾ ― を使 用 して本機 を
AUTOで 動作 させ ることがで きます。
トラ ンシーバ ー側 よ リバ ン ドステ ップ電 ) 王 が
Ql ・ Q2の ″ ッヾフ ァを通 してI Cl の PIN9に 力口え
られます。 また、同様 に基準電圧 ( 8V)がPIN7
に力口え られ ます。 これ によ りICl l よ、 PIN91こ
加 えられ る電圧 の範囲 に応 じて出力端子 をグ
ラン ドレベ ルと し、 I C2の いずれかのBANDを
ONと します。

BAND 00NTROL
VOLTAGE( V) BAND(MH之 )

7. 0～ 8口 0

6. 0 ～ 6. 5

5. 0 ～ 5B5 7

4口 0～ 4口 5

3日 0 ～ 3. 5 18～ 21

2. 0 ～ 2. 5 24‐ ヤ28

0 ～ 1. 2

BANDスイッチ回路ブロック図

1 8MHz

35MHz
7MHz    To MAIN
14MHz    RELAYS
18, 21 MHz  AND BAND LEDS

24, 28MHz

10MHz

② 電源回屁各( DC― DC)
負の電圧 は、DC― DCユニ ッ トで得 てお り、

Ql ・ Q2・ L2に よるマルチバ イブレー ターによ り

DC入力電圧 をAC(約 16KHz)に変換 し、D3・

D4で両波整流 して入 力電圧 と等 しい魚の電圧
を得 てい ます。

一DO出 力
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8- 1 上 蓋 内

検出制御用ユニット

プリセット表示LED

アンテナ端子切換えスイッチ

AUTO/PRESETり ] J 築え
スイッチ

プリセットボリューム

マッチンカ イル
( 1. 8～ 7MHz)

マッチング検出レベル調整用トリマー

※ 絶対に回さない
ようにしてください。

マッチング検出用コイル

AUTO/PRESET切換え用リレー

MAINユ ニット
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8- 2 下 蓋 内

コイルスイッチリレー
( 10MHz)

コイルスイッチリレー
( 7MHz)

コイルスイッチリレー
( 1. 8‐ 3, 5MHz)

マッチングバリコン

リレーユニット

DO‐ DOユニユット

マッテン匁 イル
( 10～ 28M Hz)

チューナーON/OFF切換えリレー

コイルスイッチリレー
( 21 MHz)

コイルスイッチリレー
( 24, 28MHz)

コイルスイッチリレー
( 14MHz)

バリコン回転用モーター
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